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2026年4月開設予定のデジタルメディア学部(仮称)通信教育課程特設サイト公開！
充実したメディア授業で社会人にも受講しやすい学習環境を提供します

PRESS RELEASE
報道関係者各位

京都橘大学（学長：日比野 英子、京都市山科区）では、2026年4月にデジタルメ
ディア学部(仮称)を通学課程と通信教育課程に設置予定です。
デジタルメディア学部（仮称）通信教育課程では、メディア授業を中心としているの

で、通学不要で社会人学生も時間や場所を選ばずに受講できます。
カリキュラムはクリエイションとエンジニアリングの双方の学びを往還する内容と

なっています。アニメーションやゲーム、音楽、マンガなど、日本が誇るカルチャーに
おいて次世代のコンテンツやシステムを創造できるクリエイターやITエンジニアを育て
ます。また、厳選された、他学部専門科目も受講可能となっており、デジタルメディア
の学びを拡張するクロスオーバー学習により、分野の枠を超えた自由な発想や応用力を
身につけることができます。
通信教育課程ならではの学びで、急速に進展するデジタル産業の発展に寄与できる、

新しい社会価値創造の担い手を養成したいと考えています。

■たちばなで学ぶデジタルメディアの３つの特徴
１．深く・幅広く学べるカリキュラムと４つのモデルコース
⇒目指す将来像や、目的・興味・関心に合わせて、「ビジュアルエンジニアリング」、
「サウンドエンジニアリング＆クリエイション」、「ゲームクリエイション」、
「ビジュアルクリエイション」の4つのモデルコースを用意。実務に役立つ、実用性
と汎用性を兼ね備えたカリキュラムになっています。

２．他学部専門科目を学べるクロスオーバー教育
⇒総合大学の強みを生かし、他分野も横断したクロスオーバー学習により、専門分野
の枠を超えた自由な発想や応用力を身につけることができます。

３．何度でも学習可能な「メディア授業」
⇒ほとんどの授業がオンラインで受講できるメディア授業で、いつでも、何度でも繰
り返し視聴が可能です。
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2026年4月開設予定（設置構想中）。計画内容は予定であり変更することがあります。
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お問い合わせ先（報道機関の方） TEL：075-574-4112 京都橘大学広報課（担当：前川）
（一般の方） TEL：075-574-4335 京都橘大学生涯教育・通信教育課



■概要
・入学定員：100名（通学課程）、180名（通信教育課程）
・学科の内容：文理問わず全員がプログラミング等の情報系の知識・技能とデザインの
基礎を習得したうえで、ビジュアル・サウンド・ゲームそれぞれのエンジニアリング
系・クリエイション系の分野を自分の志向に応じて学びます。

別 紙

京都橘大学通信教育課程（たちばなエクール）

・概要
京都橘大学通信教育課程（たちばなエクール）は、オンラインでの学びを中心とした
通信制大学です。いつでもどこでも学べる学習システムで通学０日で大卒資格も取得
可能。学ぶ意欲のある人が、高い専門性を身につけ、教養を深めることができます。

■総合心理学部総合心理学科
・入学定員：180名（1年次入学）、若干名（2年次編入学）、180名（3年次編入学）
・学科の内容：心理学の基礎を学び、幅広い５つの専門領域からそれぞれの専門性を深
め、医療・教育機関、企業や対人関係など、多様な場面で活かすことをめざします。

・目指せる資格
認定心理士、公認心理師、臨床心理士

■看護学コース（履修証明プログラム）
・定員：150名
・コースの内容：大学改革支援・学位授与機構の学位授与制度を利用して「学士（看護
学）」取得をめざします。最短1年で申請に必要な単位を取得することができます。

2026年4月開設予定（設置構想中）。計画内容は予定であり変更することがあります。

・目指せるキャリア
CGエンジニア、サウンドクリエイター、作曲家・アレンジャー、ゲームデザイナー、
Webデザイナー、グラフィックデザイナー、IT企業のシステムエンジニア、プログラ
マー、企業の企画・広報部門のマーケター、ITコンサルタント等

・目指せる資格
基本情報技術者試験、CGクリエイター検定、マルチメディア検定試験、 ITパスポート、
CGエンジニア検定等

お問い合わせ先（報道機関の方） TEL：075-574-4112 京都橘大学広報課（担当：前川）
（一般の方） TEL：075-574-4335 京都橘大学生涯教育・通信教育課
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